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2 Lp-11　　　　　　　 豪・米における住情報の利用実態と有効 性評 価の 特徴

戸建住宅所有者の維持管理行動の推進に関する研究

○丿 東宏子( 大阪樟蔭女大) 中野迪代( 岐阜女大)

目的：住宅を改善しつつ長持ちさせるためには、居住者 自らの改善意欲と維持管理能力 が要求され、それ

を支援するのが住情報の役割である。今回、中古住宅売買が盛んで居ｲ^者 の改善意欲が治鮫的強い、豪・

米の住情報の利用実態と有効性評価の特徴を報告する。

方法:1997 年 、 豪・ﾌﾞﾘｽ ﾍﾞﾝ 市お よび米・ﾌﾚ ｽﾞﾉ 市において、戸建住宅所有者を対象にｱﾝｹｰ-ﾄ調 査を実施し

た。 有効回収件数はそれぞ れ291 件(87.4 ％)、100 件(50.0%) 。

結 果：①両国とも住宅め質( 工事の質、構造) を最も重 視している。次いで米国では近隣関係や周囲の環

境、住宅価格を重視してい るのに対し、豪では住宅価格、立地、管理しやすさ、安全を確認できることを

あげ、住宅のみかたは異なる。②全体に住宅の売買には不動産業者、ﾏｽﾒ ﾃﾞｨｱ 、行 ）ヽｳｽの情報利用率が高

い。米国では知人情報の利用も多い。改装には住宅雑誌、ｼｮｰかｰ-ﾑ、ｶﾀﾛ ｸﾞか ら 情報を獲得。住宅を借りる・

貸す場 合lまﾏｽﾒ ﾃﾞｨｱ 、知 人の悄報が中心だが、豪州では不動産業者の利用が圧倒的に多い。③住宅の売買

では不動産業者の情報が最も有効性評価が高く、次いで米国ではﾓ ﾃﾞﾙﾊｳｽ 、 知 人、ﾏｽﾒ ﾃﾞｨｱを 、 豪州ではﾄ

ｸｼｮﾝ 、ﾏｽﾒ ﾃﾞｨｱ を 有効としている。④全般 に、立地・敷地・環境や価格 一ﾛｰﾝ・契約 ・手続きは不動産業者

が、性能情報|( 材 料、I構 造、恪理、防音・断熱)| や 業者に関する情報|( 建設業・建築家 ・ｲﾝﾃ|ﾘﾌﾃﾞｻﾞｲﾅｰ|)

は 専門家の情報が評価されている。間取り、ｲﾝﾃﾘ7 、外 観、設備器機はﾓﾃ ■" )>/ヽｳｽ、ｼｮｰﾙｰﾑ 、住 宅雑誌、ｶﾀﾛ ｸﾞ

を 有益 とし、各分野で有益性は異なる。⑤米国では不動産業者、知人といっ た人を介した情報を、豪州で

は住宅雑誌、ｶ 知 ｸﾞ 等 の刊行物情報を重視するとい う傾向が認 められる。 ⑥今後の情報ッ ズは価格・契約

が高い。米国では価格、ｲﾝﾃﾘｱ 、景観等にﾆｰ ｽﾞが 集 中、豪州は住宅の幅広い情報が求められている。

2 Lp-12　　　 輸 入住宅の維持管 理につい て

○藤平員紀子＊　東実千代＊　疋田洋子＊　町田玲子＊＊

(＊奈良女大、＊＊京都府大)

【目的】現在、わが国で建設されている輸入住宅の多くは外国の生活様式に基づいてつく

られており、内装材や建具、設備等にも多くの輸入製品が使用されてい る。そのため、住

宅の維持管理面において従来の手法とは異なり、輸入住宅特有の方法が求められると考え

られる。また、輸入住宅の歴史が浅いことから、供給者側からも積極的に取り組んでいく

必要があると考えられる。そこで、輸入住宅における居住者の維持管理意識と実態、およ

び住宅の傷み具合を調べ、その特徴と問題点を明らかにし、輸入住宅における適切な維持

管理手法を検討した。

【方法】近畿圏下にある輸入住宅群６か所において、居住者を対象として質問紙調査を実

施した。調査期間は1998 年10 月～12 月で、有効回収数77 票、回収率は37% であった。

【結果】多くの居住者は、日頃から、室内の通風や換気、不良箇所の早期発見および修理

を心がけており、維持管理意識の高さが窺えた。また、居住年数が長くなるにつれて住宅

の補修についての関心が高くなっていた。また、日頃掃除しにくいところは、窓、吹き抜

け、じゅうたん、網戸などであり、その理由として設置位置や設 置方法の不具合が挙げら

れた。さらに、傷みやすい部位は外壁、建具、給排水衛生設備であり、建具は輸入木製品

や輸入金物に関わることが多かった。外壁については、入居時等に供給者から維持管理に

ついての説明もあり、居住者の管理意識が高く、傷み具合に応じて補修が行われていた。
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